
◆中学生に対するがん教育の報告

◆コミュニケーション研修報告
ラダーレベルⅡ・Ⅲを対象にコミュニケーションについて学びを深めました

◆アピアランスケア
アピアランスケアに関する情報提供の場面を紹介します

◆口腔ケア
がん薬物療法看護認定看護師が届けるケアのポイントをまとめました

特集「がん看護チームの活動」

市立池田病院 看護部 専門・認定看護師会第21号
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専門・認定看護師の活動にご協力、ご支援、ありがとうございます。

今回は、がん看護領域から
ニュース＆トピックをお届けします。

がん看護専門看護師 吉野◆中学生に対するがん教育の報告
第17号で、市内や豊能町で中学生に対するがん教育について紹介しました。今回
は授業のアンケートやその後の反応などについてお伝えします。

生徒さんたちの声 「がんについて理解ができた」「身近な病気だと思った」「予防・早期
発見が大事だと分かった」「大事な人に伝えたい」などが目立ちました。その他、「子宮頸が
んがよく分からなかった（男子生徒）」「子宮頚がんについてもう少し詳しく聞きたかった
（女子生徒）」などの意見もありました。

保護者さまからの反応 後日、授業を受けた生徒さんの保護者さまから「がん治療中のた
めこどもががん教育を受けることに不安を感じていたが、授業後こどもから不安が和らいだと
話しており、病気や治療について改めて話すことができた。」とのお話をいただくことができ
ました。

今後に向けて がんの早期発見や検診の重要性などがんに対する知識を学んだ上で、行動に
つなげることができる、そのような効果的ながん教育が提供できるよう取り組んでいきたいと
思います。

これらの取り組みについては、第38回日本がん看護学会学術集会でポスター発表を行いました。
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緩和ケア認定看護師 小林
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 ラダー研修Ⅱ「聴く力」を身につけよう！
• 受講者数 6名
• 前半は基本的なコミュニケーションについて講義と「聴く」ことを体験する

リスニングエクササイズを2人一組で行いました
• 後半は非言語的コミュニケーションを促進するケアとして“ハンドトリート

メント”の体験をしてもらいました
• ハンドトリートメント実践にはクリニカルアロマインストラクター研修終了者

の武田副部長、小原師長、黒田副師長3名にご協力頂きました

• 受講者数 12名
• 基本的なコミュニケーション
• 陥りやすい「ブロッキング」を知る
• 様々なコミュニケーションスキル：SPIKES，SHARE，NURSE
• 事例を元にグループワークを行ないました

 ラダー研修Ⅲ「こんな時どんな声かけしたらいいの？」
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• ハンドトリートメントがとても心地良かった
• 楽しい研修だった
• 患者さんにも実践したい

• 「コミュニケーションに自信がない」「どう接したら良
いんだろう」とみんなが同じように悩んでいることが
分かって気持ちが楽になった

• コミュニケーションスキルを色々学べたので色々な
場面で実践していきたい

受講者の声

受講者の声
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がん性疼痛看護認定看護師 音地
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 院内のサポート

がん治療による見た目の変化は、とてもつらい副作用のひとつです。がん治療による見た目の変化に
対するケアのことをアピアランスケアといいます。
見た目が変化することが辛く、治療を受けない事を選択される方もいらっしゃいます。私たちが支援

することで、適切な治療が受けることができたり、治療を継続できることにつながることもあります。
今回は、アピアランスケアの情報提供を行っている様々な場面をご紹介します。患者様の情報提供に

ご利用ください。

池田市では、令和5年度より“がん患者のためのアピアランスケア助成事業”が始まり

ました。医療用ウィッグ、乳房補整具（補整下着、人工乳頭・乳房）が対象です。治療により見
た目に変化がある方の、治療と就労・社会参加を両立し、療養生活の質をより良いものにするこ
とを目的に助成が実施されています。

 院外のサポート
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薬剤師外来で抗がん剤による副作用説明の

際、パンフレットなどを紹介しています。薬剤
師に副作用を相談しながら、患者指導をすすめ
ましょう。

入退院サポートセンターで化学療法入院

前に、情報提供を行っています。
ウィッグや人工乳房・下着のパンフレットは

外来化学療法室やがん相談支援センターに置い
てあります。

病棟や外来化学療法室
では、治療中の困り事の対
応方法を、副作用パンフ
レットを使って説明してい
ます。
副作用パンフレットは、

ライブラリ→緩和ケアマ
ニュアル内に登録されてい
ますので、利用してくださ
い。

2023年度再開した

ひまわりサロンでは、

7月・9月・12月・2月に、
“脱毛”や“下着の選択”、“リ
ンパ浮腫のケア”について説
明を行ない、

がん相談支援センター
では、随時様々な相談を受
けています。

池田病院のHPでは、

見た目の変化への困り事
Ｑ＆Ａの形式で情報を公
開しています。

豊中・箕面・吹田・川西・伊丹などでも、助成事業が始まっています。
※市町村によって、必要書類や金額、申請期限、所得制限の有無が異なりますので、情報
を得る際には、住所のある市町村のホームページを確認するよう伝えてください。
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がん化学療法看護認定看護師 東
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●11月9日（木）、3月14日（木） ラダー研修Ⅲ
「抗がん剤の薬物作用を考慮した個々のケアと曝露対策」を開催
がん化学療法に関する事例を用いて、副作用に対するアセスメントや対応、

曝露対策についてグループで検討しました。ファシリテーターとして、小原師長、
小林師長、音地副師長、吉野主任にご協力頂きました。11月9日は計11名、3月
14日は計5名の参加がありました。
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抗がん剤の曝露対策について 2023月12月より、抗がん剤投与時、
長袖ガウン着用に変更となりました。
がん薬物療法に用いられる抗がん剤の

多くは、患者さんにとっては有益ですが、
看護師は、適切な取り扱いをしなければ
曝露による健康上のリスクがあります。
正しく個人防護具を使用し、安全に投与
しましょう。

MyWebにある院内マニュアルも活用
お願いします。

●皆さん、患者さんの口腔内の観察ができていますか？
口腔内の状態は疾患や全身状態と関連があり、口腔ケアは重要と

なります。
がん看護関連の専門・認定看護師（吉野、小林、音地、東）と、手術
看護認定看護師（脇本）、糖尿病看護認定看護師（根来）、歯科衛生
士とコラボした「口腔ケア」に関する動画を作成しました。
＊視聴詳細については、後日案内します。皆さん、必ず、視聴
お願いします。

～受講者からの声～
・理解しやすい内容でとても勉強になった
・抗がん剤の知識が深まった
・家族への曝露対策の指導も必要だと思った
・他の参加者の意見を聞き自分になかった視点で考えることができた
・もっと患者と関わってお話を聞いてアセスメントできるよう関わって
いきたい

・自身の化学療法を受けている患者さんとの関わりを考え直すことがで
き、次回からの関わりや考え方に活用できそう


